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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
２

月
１５
日
午
後
５
時
か
ら
自
由

民
主
党
本
部
会
議
室
で
総
会

を
開
き
、
令
和
５
年
度
の
会

務
・
会
計
報
告
を
行
う
と
と

も
に
、
令
和
６
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
予
算
概
算
決
定

等
に
つ
い
て
水
産
庁
か
ら
聴

取
し
意
見
交
換
し
た
。

青
木
一
彦
事
務
局
長
（
参

議
院
議
員
）
の
司
会
で
議
事

が
進
め
ら
れ
、
最
初
に
、
衛

藤
会
長
が
、
元
日
に
発
生
し

た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
る
。
一
日
も
早

い
生
活
の
再
建
と
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
の
復
旧
・
復
興
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
本
議
連
と

し
て
も
全
力
で
応
援
し
て
ま

い
り
た
い
、
と
述
べ
る
と
と

も
に
、
「
昨
年
１１
月
に
実
施

し
た
三
重
県
に
お
け
る
漁
港

視
察
と
現
地
意
見
交
換
会
、

１２
月
に
行
っ
た
鈴
木
財
務
大

臣
ほ
か
財
務
省
に
対
す
る
申

し
入
れ
な
ど
の
重
要
な
活
動

に
、
多
く
の
先
生
方
に
参
加

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す

る
。
国
が
策
定
し
た
水
産
基

本
計
画
及
び
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
で
は
、
グ
リ
ー
ン

化
の
推
進
、
漁
港
と
地
域
資

源
を
生
か
し
た
「
海
業
（
う

み
ぎ
ょ
う
）
」
の
振
興
な
ど

新
た
な
観
点
を
取
り
入
れ
て

お
り
、
水
産
業
の
成
長
産
業

化
に
向
け
て
新
た
な
動
き
が

具
体
化
し
つ
つ
あ
る
。
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
３
年

度
目
と
な
る
令
和
６
年
度
予

算
の
政
府
原
案
で
も
、
厳
し

い
編
成
環
境
の
中
、
計
画
で

取
り
入
れ
ら
れ
た
新
た
な
観

点
を
具
体
化
す
る
施
策
に
ふ

さ
わ
し
い
額
を
し
っ
か
り
確

保
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
い

る
。
全
国
各
地
の
水
産
業
及

び
漁
村
を
守
り
、
支
え
る
と

の
観
点
か
ら
、
水
産
業
を
支

え
る
各
地
域
に
活
力
が
あ
ふ

れ
る
よ
う
活
動
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の

で
、
今
後
の
積
極
的
活
動
を

お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。続

い
て
舞
立
昇
治
農
林
水

産
大
臣
政
務
官
か
ら
、
「
令

和
６
年
度
水
産
公
共
予
算
の

確
保
に
当
た
っ
て
は
、
緊
急

特
別
決
議
や
財
務
大
臣
へ
の

申
し
入
れ
な
ど
力
強
い
ご
支

援
を
頂
い
た
こ
と
に
厚
く
感

謝
す
る
。
一
昨
年
３
月
に
策

定
し
た
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
に
基
づ
き
し
っ
か
り
と

整
備
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

ま
た
、
長
期
計
画
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
「
海
業
」
の
振
興

を
図
る
た
め
の
改
正
漁
港
漁

場
整
備
法
の
施
行
が
４
月
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
更
に
充

実
し
て
参
り
た
い
。
能
登
半

島
地
震
で
は
、
漁
港
に
お
け

る
地
盤
隆
起
、
漁
業
施
設
の

損
壊
、
漁
船
の
転
覆
や
流
失

の
ほ
か
、
集
落
の
生
活
基
盤

に
お
い
て
も
極
め
て
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
政

府
と
し
て
は
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
定
め
た
が
、
農
林
水
産

省
と
し
て
も
生
業
で
あ
る
漁

業
の
一
日
も
早
い
再
開
に
向

け
て
、早
期
の
復
旧
・
復
興
に

全
力
で
取
り
組
む
所
存
。
先

生
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
た
い
」と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
青
木
事
務
局
長

が
令
和
５
年
度
の
会
務
・
会

計
報
告
を
行
っ
た
。ま
た
、現

在
の
会
員
総
数
は
１
４
１
名

で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

次
に
、
田
中
郁
也
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
、令
和
６
年
度

水
産
基
盤
整
備
関
係
予
算
概

算
決
定
等
の
概
要
と
令
和
６

年
度
能
登
半
島
地
震
に
よ
る

水
産
関
係
の
被
害
状
況
・
対
応

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
団
体
か
ら
発
言
が

有
り
、（
公
社
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
の
�
吉
晋
吾
会
長
か

ら
、「
長
期
計
画
の
折
り
返
し

の
３
年
目
に
な
る
重
要
な
年

の
令
和
６
年
度
に
向
け
て
、

令
和
６
年
度
予
算
案
、
５
年

度
補
正
予
算
で
は
、
厳
し
い

情
勢
の
中
、
前
年
を
上
回
る

額
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
る
。
能
登
半
島
地

震
で
は
、
地
盤
が
隆
起
す
る

な
ど
で
難
し
い
対
応
に
な
っ

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

是
非
、地
域
の
水
産
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
、
将
来
に
希
望

が
持
て
る
よ
う
な
復
旧
・
復

興
の
姿
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

漁
港
漁
場
関
係
団
体
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
水
産
業
・
漁

村
の
復
旧
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
」と
述
べ
た
。

ま
た
、
大
日
本
水
産
会
の

�
�
美
和
子
専
務
は
、
「
大

日
本
水
産
会
も
震
災
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
関
係
団
体

一
体
と
な
り
支
援
物
資
の
調

達
、
募
金
、
国
へ
の
要
請
な

ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。
支

援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
迅
速
に
対

応
い
た
だ
き
感
謝
す
る
。
被

害
に
つ
い
て
、
依
然
全
容
が

明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
今

後
の
被
害
の
対
象
が
拡
大
す

る
こ
と
、
新
た
な
課
題
が
生

じ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の

で
、
漏
れ
の
な
い
長
期
の
支

援
と
と
も
に
、
状
況
の
推
移

に
応
じ
て
、
追
加
の
必
要
な

措
置
を
機
動
的
、
弾
力
的
に

講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

出
席
議
員
か
ら
は
、
「
気

候
変
動
に
よ
り
採
れ
る
魚
種

と
流
通
が
変
わ
っ
て
い
る
の

で
そ
れ
に
対
応
し
た
整
備
が

必
要
」、「
近
い
将
来
南
海
ト

ラ
フ
地
震
な
ど
の
発
生
も
危

惧
さ
れ
る
の
で
早
急
な
対
応

が
必
要
」
、
能
登
半
島
地
震

被
害
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い

て
「
市
町
の
技
術
者
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、
民
間
を
含

め
た
人
材
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ

型
で
進
め
て
欲
し
い
」、「
地

元
自
治
体
の
財
政
的
負
担
が

少
な
く
な
る
よ
う
対
応
す
べ

き
」、「
生
業
再
開
ま
で
の
支

援
が
必
要
」
な
ど
の
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
衛
藤
会
長
が
、

「
議
員
連
盟
と
し
て
は
、
能

登
半
島
震
災
の
復
旧
・
復
興

に
全
面
的
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
の
で
、
会
員
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
。
役
所
、

関
係
団
体
の
皆
様
と
共
に
、

地
元
に
寄
り
添
っ
て
対
応
し

て
参
り
た
い
」
と
挨
拶
し
、

総
会
は
閉
会
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員
３７

名
は
次
の
通
り
（
順
不
同
、

敬
称
略
）

〔
衆
議
院
議
員
〕

伊
東
良
孝
、
衛
藤
征
士
郎
、

加
藤
竜
祥
、
金
子
恭
之
、
神

田
潤
一
、
國
場
幸
之
助
、
鈴

木
英
敬
、
�
鳥
修
一
、
高
見

康
裕
、
武
部
新
、
谷
公
一
、

中
川
郁
子
、
中
谷
元
、
中
村

裕
之
、
根
本
幸
典
、
長
谷
川

淳
二
、
平
口
洋
、
藤
井
比
早

之
、
宮
内
秀
樹
、
宮
澤
博
行
、

吉
田
真
次

〔
参
議
院
議
員
〕

青
木
一
彦
、石
井
正
弘
、江

島
潔
、
梶
原
大
介
、
加
藤
明

良
、
進
藤
金
日
子
、
末
松
信

介
、
滝
沢
求
、
滝
波
宏
文
、

長
峯
誠
、藤
井
一
博
、舞
立
昇

治
、山
下
雄
平
、山
本
啓
介
、

山
本
佐
知
子
、
若
林
洋
平

代
理
出
席
は
３８
名
。

政
府
側
出
席
者
も
記
載
。

第
６５
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、２

月
１
日
午
後
２
時
か
ら
東
京

神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
１
号

館
会
議
室
で
、都
道
府
県
漁
港

漁
場
協
会
の
役
職
員
等
約
６０

名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
あ
た
り
�
吉
晋
吾

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

が
、「
元
旦
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
大
規
模
な

隆
起
や
津
波
な
ど
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
に
も
甚
大
な
被
害

が
生
じ
た
。復
旧
・
復
興
に
向

け
て
は
水
産
庁
を
中
心
に
協

会
を
始
め
漁
港
関
係
団
体
も

そ
れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
分
野

で
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
会
員
の
皆
様
に
は
漁

港
漁
場
協
会
の
仲
間
と
し
て

支
援
金
の
協
力
を
お
願
い
し

て
お
り
、
可
能
な
範
囲
で
結

構
な
の
で
協
力
頂
き
た
い
。

水
産
業
は
温
暖
化
を
始
め

厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
何

と
し
て
も
水
産
業
、
漁
村
を

将
来
に
わ
た
り
守
り
発
展
さ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
目

的
を
も
っ
て
活
動
し
て
い

る
。
そ
の
前
提
と
し
て
会
員

の
皆
様
と
し
っ
か
り
信
頼
関

係
を
作
っ
て
仕
事
を
進
め
て

行
き
た
い
の
で
、
本
日
の
会

議
と
情
報
交
換
会
で
率
直
な

意
見
交
換
を
し
た
い
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
す
る
」
と
挨

拶
し
た
。

次
に
、
来
賓
の
田
中
郁
也

漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
、「
水

産
基
盤
整
備
事
業
予
算
は
、

令
和
６
年
度
予
算
概
算
決
定

額
と
令
和
５
年
度
補
正
予
算

を
併
せ
て
１
０
３
０
億
円
を

確
保
で
き
た
。
全
国
漁
港
漁

場
大
会
を
開
催
し
、
ま
と
め

ら
れ
た
提
言
を
関
係
省
庁
な

ど
に
要
請
い
た
だ
い
た
こ
と

を
始
め
と
す
る
協
会
の
皆
様

の
取
組
の
成
果
で
あ
り
感
謝

す
る
。
ま
た
、
昨
年
は
都
道

府
県
協
会
の
総
会
や
理
事
会

に
出
向
き
「
海
業
」
に
つ
い

て
直
接
関
係
者
に
説
明
す
る

貴
重
な
機
会
を
頂
い
た
こ
と

に
も
感
謝
す
る
。

能
登
半
島
地
震
災
害
に
関

し
て
は
、
被
害
状
況
調
査
の

た
め
、
技
術
者
が
手
薄
な
市

町
に
対
し
１３
都
道
県
か
ら
延

べ
１
０
２
人
の
技
術
職
員
が

応
援
に
入
り
対
応
い
た
だ
い

た
。
今
後
の
復
旧
・
復
興
に

も
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し
た

体
制
を
作
り
た
い
。
自
治
体

の
横
の
つ
な
が
り
を
心
強
く

感
じ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も

協
力
を
賜
り
た
い
。

昨
年
５
月
に
成
立
し
た
改

正
漁
港
漁
場
整
備
法
は
今
年

の
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
漁

港
施
設
等
活
用
事
業
と
い
う

新
し
い
制
度
が
出
来
る
。
内

容
を
地
方
に
周
知
し
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
の
で
、
協
会

の
皆
様
の
協
力
を
得
て
説
明

の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
よ
う
な
機
会
が

有
っ
た
ら
是
非
水
産
庁
に
声

が
け
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
�
吉
会
長
が
令

和
６
年
度
の
運
営
方
針
と
し

て
①
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
へ
の
対
応
②
当
協
会

の
役
割
③
水
産
基
盤
整
備
関

連
予
算
の
重
要
性
④
水
産
基

盤
整
備
関
連
予
算
の
確
保
の

た
め
に
⑤
当
協
会
の
主
な
会

員
サ
ー
ビ
ス
⑥
当
協
会
の
運

営
状
況
と
会
費
に
つ
い
て

（
ご
相
談
）⑦
漁
港
情
報
ク
ラ

ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
⑧

海
業
の
推
進
に
向
け
て
⑨
全

国
漁
港
漁
場
大
会
開
催
地
の

募
集
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
令
和
６
年
度
の
運

営
方
針
、事
業
計
画
案
及
び
会

費
案
等
に
つ
い
て
事
務
局
が

資
料
に
基
づ
き
説
明
し
た
。

ま
た
、
今
年
１０
月
２４
日
に

東
京
都
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る
第
７３
回

全
国
漁
港
漁
場
大
会
、
３
月

７
日
に
開
催
さ
れ
る
令
和
５

年
度
漁
港
漁
場
講
習
会
な
ど

の
主
要
行
事
、
能
登
半
島
地

震
の
支
援
金
の
募
集
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
全
国
漁

港
海
岸
防
災
協
会
ペ
ー
ジ
の

開
設
等
に
つ
い
て
概
要
を
紹

介
し
た
。
そ
の
後
、
水
産
庁

計
画
課
事
業
班
の
前
野
広
域

整
備
係
長
か
ら
「
令
和
６
年

度
水
産
基
盤
整
備
事
業
の
概

算
決
定
等
に
つ
い
て
」
、
協

会
の
真
野
調
査
研
究
部
長
か

ら
「
漁
港
情
報
ク
ラ
ウ
ド
シ

ス
テ
ム
の
紹
介
」
と
題
し
て

講
演
が
あ
っ
た
。
会
議
終
了

後
に
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
か
ら
櫻
井
政
和
防
災
漁
村

課
長
も
参
加
し
、
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
全
国
１３
の
市
長
で
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
（
会
長
・
吉
田
英
男
三

浦
市
長
）
の
第
４０
回
幹
事
会

が
、
２
月
６
日
午
後
か
ら（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

議
室
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
開
催
さ
れ
、
中
村
隆

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課
長
を
来
賓
に
迎
え
、
１３

市
の
担
当
課
長
又
は
そ
の
代

理
者
が
出
席
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
幹
事
長

の
鷺
阪
慎
太
郎
三
浦
市
経
済

部
海
業
水
産
課
長
が
「
漁
業

・
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
依
然
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
海
業
の
み
な
ら
ず
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
に
対
し
、
同
じ
特

定
第
三
種
漁
港
を
有
す
る
市

同
士
、
連
携
を
密
に
し
な
が

ら
解
決
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
の
中
村

課
長
が
挨
拶
し
た
。

議
事
に
移
り
、
第
３０
回
通

常
総
会
及
び
３０
周
年
記
念
行

事
を
５
月
２７
日
（
月
）
に
東

京
都
千
代
田
区
で
開
催
す
る

こ
と
並
び
に
総
会
の
付
議
議

案
（
案
）
に
つ
い
て
確
認
を

し
、
令
和
７
年
度
の
総
会
に

つ
い
て
は
、
焼
津
市
で
開
催

す
る
事
を
総
会
に
付
議
す
る

こ
と
と
し
た
。

講
演
会
で
は
中
村
課
長

が
、
「
令
和
６
年
度
予
算
概

算
決
定
及
び
令
和
５
年
度
補

正
予
算
に
つ
い
て
」
及
び「
海

業
の
推
進
に
つ
い
て
」
を
講

演
し
た
。
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水
産
庁
は
令
和
５
年
度
磯

焼
け
対
策
全
国
協
議
会
を
都

内
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１

月
２６
日
に
開
催
し
、
各
地
域

か
ら
の
報
告
と
新
技
術
な
ど

の
知
見
を
共
有
し
た
。

開
催
に
際
し
挨
拶
し
た
田

中
郁
也
漁
港
漁
場
整
備
部
長

は
藻
場
保
全
を
め
ぐ
る
状
況

に
つ
い
て
「
海
水
温
の
上
昇

や
保
全
活
動
の
担
い
手
減
少

と
い
っ
た
課
題
に
直
面
し
て

い
る
一
方
で
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
と
し
て
の
機
能
に
対
し

て
水
産
業
界
以
外
か
ら
も
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
説

明
。
水
産
庁
が
昨
年
１２
月
に

見
直
し
た
藻
場
・
干
潟
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
と
し
て
の
観
点
や
多
様
な

担
い
手
と
の
連
携
の
重

要
性
を
新
た
に
位
置
づ

け
、
藻
場
保
全
の
取
り

組
み
強
化
を
進
め
て
い

る
こ
と
を
報
告
し
た
。

神
奈
川
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
の
木
下
淳
司

氏
と
城
ケ
島
藻
場
保
全

活
動
組
織
の
石
橋
英
樹

氏
は
、
三
浦
半
島
で
の

カ
ジ
メ
と
ア
カ
モ
ク
の
人
工

種
苗
生
産
と
海
域
で
の
育
成

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

カ
ジ
メ
は
成
熟
に
通
常
１

年
以
上
を
要
す
る
が
、
木
下

氏
は
発
芽
後
１
年
以
内
に
成

熟
す
る
早
熟
性
の
カ
ジ
メ
の

存
在
に
着
目
。
再
生
サ
イ
ク

ル
が
早
く
、
ア
イ
ゴ
な
ど
に

食
害
さ
れ
て
も
次
世
代
を
残

し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
早
熟

性
カ
ジ
メ
由
来
の
種
苗
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
木
下

氏
は
種
苗
生
産
の
手
法
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
「
将
来

的
に
は
漁
場
整
備
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
示

し
た
。

石
橋
氏
は
城
ケ
島
で
の
漁

業
者
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
人
工
種
苗
の
育
成

事
例
を
紹
介
し
、
ア
イ
ゴ
除

去
に
効
果
的
だ
っ
た
漁
具
や

漁
場
に
つ
い
て
も
説
明
し

た
。鳥

取
県
農
林
水
産
部
水
産

振
興
局
の
野
々
村
卓
美
氏

は
、
同
県
に
お
け
る
ム
ラ
サ

キ
ウ
ニ
の
集
中
駆
除
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
海
洋
Ｄ
Ｘ（
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
合
研
究
所
）
や
海

草
・
海
藻
藻
場
の
Ｃ
Ｏ
２
貯

留
量
算
定
手
法
（
水
産
研
究

・
教
育
機
構
）
、
ブ
ル
ー
カ

ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用

（
漁
港
漁
場
総
合
研
究
所
、

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
）
な
ど
に
つ
い
て
も
報
告

さ
れ
た
。

水
産
庁
は
、
令
和
５
年
度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会

議
を
、
２
月
８
日
（
木
）
農

林
水
産
省
７
階
講
堂
で
開
催

し
た
。
都
道
府
県
の
担
当
課

長
な
ど
関
係
者
約
９０
名
に
対

し
水
産
庁
担
当
者
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
担
当
分
野
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

冒
頭
、
森
健
水
産
庁
長
官

が
「
能
登
半
島
地
震
被
害
の

調
査
に
都
道
県
、
関
係
団
体

に
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
す
る
。復
旧
・
復
興
に
は

水
産
庁
と
し
て
も
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
た
い
。
一
昨
年
３
月

に
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

を
策
定
し
、
水
産
業
の
成
長

産
業
化
、
海
洋
環
境
の
変
化

や
災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力

強
化
、
海
業
の
振
興
に
よ
る

漁
村
の
魅
力
と
所
得
の
向
上

と
い
う
３
つ
の
課
題
を
掲
げ

て
、
戦
略
的
か
つ
計
画
的
な

整
備
を
推
進
し
て
い
る
。
昨

年
５
月
に
は
漁
港
漁
場
整
備

法
の
改
正
を
行
い
、
漁
業
利

用
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら

水
産
物
の
消
費
増
進
や
交
流

促
進
に
寄
与
す
る
海
業
を
推

進
す
る
制
度
を
創
設
す
る
と

と
も
に
漁
港
施
設
の
追
加
措

置
を
講
じ
た
。
改
正
法
は
今

年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
の
で

そ
れ
に
向
け
た
各
種
措
置
の

準
備
を
進
め
て
い
る
。
水
産

予
算
に
つ
い
て
は
、
５
年
度

補
正
を
合
わ
せ
所
要
額
を
確

保
し
た
。
今
後
も
各
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ
つ
予
算

の
確
保
と
制
度
の
充
実
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

議
事
に
入
り
、
始
め
に
計

画
課
、
次
い
で
整
備
課
、
最

後
に
防
災
漁
村
課
が
説
明
を

行
っ
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
補
助
事

業
で
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
取
得
・
譲
渡
（
有
価

で
の
取
引
）
す
る
こ
と
が
、

補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執

行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

上
問
題
は
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
質
問
が
あ
っ
た
。

（
一
社
）
漁
港
漁
場
新
技

術
研
究
会
（
橋
本
牧
会
長
）

（
以
下
、
研
究
会
）
は
、
２

月
９
日
（
金
）
に
東
京
神
田

の
エ
ッ
サ
ム
本
社
ビ
ル
３
Ｆ

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
に
て
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
形
式
で
、
水
産

庁
、
都
道
府
県
・
市
町
村
、

会
員
、
民
間
企
業
等
を
対
象

に
、
第
８
回
技
術
報
告
会
を

開
催
し
た
。
参
加
者
は
会
場

５０
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
は

１
１
０
名
と
な
り
、
こ
の
う

ち
都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら

の
参
加
が
約
３
割
と
な
っ
て

お
り
、
行
政
担
当
者
の
新
技

術
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が

窺
え
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
橋
本
会

長
は
、
本
年
１
月
１
日
に
発

生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
々
へ
の
お
悔
や
み
と
と

も
に
、
漁
業
の
早
期
再
開
の

た
め
短
期
間
で
の
漁
港
機
能

の
仮
復
旧
の
実
施
と
、
将
来

の
発
展
を
見
据
え
た
本
格
的

な
復
旧
・
復
興
の
必
要
性
を

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
「
新
技

術
研
究
会
は
、
水
産
業
が
直

面
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、

地
球
規
模
で
の
環
境
変
化
へ

の
対
応
、
持
続
的
な
社
会
形

成
へ
の
対
応
に
、
省
人
化
、

防
災
減
災
対
策
、
水
産
環
境

改
善
、
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
等
の

課
題
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
参
り

た
い
。
本
日
の
報

告
が
、
水
産
や
漁

村
の
現
場
の
皆
様

の
ヒ
ン
ト
と
な

り
、
開
発
者
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
し

た
。報

告
に
先
立
ち

情
報
提
供
と
し
て
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
整
備
課
の
田

村
真
弓
課
長
補
佐
よ
り
「
新

技
術
等
の
活
用
促
進
に
向
け

た
手
引
き
等
の
解
説
と
事
例

紹
介
」
と
題
し
、
水
産
庁
の

施
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
を
含
め
説
明
が

あ
り
、
新
技
術
の
活
用
事
例
、

及
び
、
新
技
術
導
入
に
関
す

る
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
紹

介
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
研
究
会
の「
研

究
部
会
報
告
」
と
し
て
、

①
津
波
の
流
れ
に
対
す
る
被

覆
ブ
ロ
ッ
ク
の
安
定
数
算
定

図
の
作
成
（
異
形
ブ
ロ
ッ
ク

専
門
部
会
）

②
水
産
土
木
技
術
者
の
た
め

の
藻
場
の
回
復
方
法
Ｑ
＆
Ａ

の
作
成
報
告
（
沿
岸
域
環
境

保
全
専
門
部
会
）

③
浮
体
式
係
船
岸
・
防
波
堤

に
係
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

に
つ
い
て
（
浮
体
式
係
船
岸

（
防
波
堤
）
専
門
部
会
）

の
３
題
の
報
告
が
あ
り
、
続

く
研
究
会
の
事
業
で
あ
る

「
水
産
公
共
関
連
民
間
技
術

の
確
認
審
査
評
価
事
業
に
つ

い
て
」
で
は
、
事
業
の
説
明

と
と
も
に
、

①
令
和
４
年
度
評
価
技
術

「
石
材
投
入
施
工
管
理
シ
ス

テ
ム
」（
東
洋
建
設
）

②
「
漁
港
漁
場
の
施
設
の

設
計
参
考
図
書
（
２
０
２
３

年
版
）
」
で
引
用
さ
れ
て
い

る
評
価
技
術

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
研
究
会
の
会
員

が
中
心
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、

①
水
産
関
係
グ
リ
ー
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業
に
つ

い
て
（
㈹
三
省
水
工
㈱
）

②
粟
島
浦
村
（
新
潟
県
）
に

お
け
る
ス
マ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
推
進
実
証
調
査
に
つ
い
て

（
㈹
（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ツ
㈱
）

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ

た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
下
関

市
長
）で
は
、
１
月
２２
日（
月
）

に
山
口
市
内
の
防
長
苑
に
お

い
て
、
県
及
び
市
町
の
漁
港

漁
場
関
係
担
当
者
約
５０
名
の

参
加
に
よ
る
令
和
５
年
度
漁

港
漁
場
関
係
業
務
研
修
会
を

開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
県
と
漁

港
漁
場
協
会
の
共
催
に
よ
り

毎
年
度
開
催
し
て
い
る
も
の

で
、今
回
で
４５
回
目
と
な
る
。

研
修
会
は
、
岡
本
勲
・
常

務
理
事
（
山
口
県
漁
港
漁
場

整
備
課
長
）
が
主
催
者
を
代

表
し
て
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

山
口
県
職
員
に
よ
る
講
義
が

行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
に

聴
講
し
て
い
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。

＊
「
令
和
６
年

度
予
算
概
算
決
定

の
概
要
」
に
つ
い

て

山
口
県
漁
港

漁
場
整
備
課
整
備

班
主
査

小
島
磨

＊
水
産
基
盤
整

備
事
業
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁

場
整
備
課
整
備
班

主
任

近
藤
圭
晃

＊
海
岸
事
業
、

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場

整
備
課
整
備
班
主
任

山
下

真
護＊

漁
港
関
係
手
続
（
漁
港

施
設
用
地
利
用
計
画
、
財
産

処
分
、
漁
港
合
併
）
に
つ
い

て
、
海
業
の
振
興
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

計
画
班
主
査

森
山
隆
浩

＊
漁
港
漁
場
整
備
法
及
び

模
範
漁
港
管
理
規
程
例
の
一

部
改
正
等
に
つ
い
て

山
口

県
漁
港
漁
場
整
備
課
漁
港
管

理
班
主
査

清
水
竜
介

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
令
和
６
年
１
月
１６

日
、「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｎ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
長
崎
県
、

長
崎
県
市
長
会
、
長
崎
県
町

村
会
、
長
崎
県
海
区
漁
協
長

会
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事

会
の
後
援
を
得
て
、
ホ
テ
ル

セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催
し

た
。多

様
な
環
境
変
化
へ
の
円

滑
な
対
応
と
地
域
資
源
の
再

発
見
、
及
び
国
の
各
種
政
策

や
施
策
と
の
連
携
を
促
進

し
、
も
っ
て
会
員
な
ど
に
よ

る
海
面
の
総
合
的
な
高
度
利

活
用
に
供
し
つ
つ
、
本
県
水

産
業
の
活
力
と
漁
村
の
賑
わ

い
の
創
出
に
資
す
る
た
め
、

「
賑
わ
う
漁
港
・
漁
場
・
漁

村
づ
く
り
を
目
指
す
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
会
員
等
関
係
者

を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で

約
９５
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
た
比
田

勝
尚
喜
会
長
挨
拶
の
あ
と
、

講
師
５
名
の
講
演
が
あ
っ

た
。そ

の
概
要
は
次
の
通
り
。

○
第
１
部‥

新
年
度
予
算
情

報
先
取
り
講
座

・
演
題

令
和
６
年
度
水
産

基
盤
整
備
事
業
予
算
概
要
に

つ
い
て‥

（
講
師
）
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課
防

災
計
画
官

内
田
智

〇
第
２
部‥

浜
情
報
発
信
講
座

・
演
題

発
想
転
換
で
藻
場

の
繁
茂
体
験
に
つ
い
て‥

（
講
師
）
郷
ノ
浦
町
漁
業
協

同
組
合
参
事

田
中
忠
明

〇
第
３
部‥

海
業
推
進
講
座

・
演
題
１

国
の
海
業
振
興

政
策
に
つ
い
て‥

（
講
師
）水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計
画

課
防
災
計
画
官

内
田
智

・
演
題
２

全
国
に
先
駆
け

る
長
崎
県
の
海
業
振
興
施
策

に
つ
い
て‥

（
講
師
）
長
崎

県
水
産
部
漁
政
課
企
画
調
整

班
参
事

鈴
木
正
昭

・
演
題
３

対
馬
島
北
端
か

ら
浜
の
賑
わ
い
を
考
え
る‥

（
講
師
）
上
対
馬
町
漁
業
協

同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

八
島
康
平

・
演
題
４

若

狭
高
浜
漁
協
出

向
の
町
職
員
が

ま
ち
づ
く
り
へ

動
く
今‥

（
講

師
）
福
井
県
高

浜
町
産
業
振
興

課
主
事

中
村

広
花

○
第
４
部‥

参

加
者
と
講
師
の

意
見
交
換
会

・
女
性
力
で
拓

く
海
業
の
振
興

に
つ
い
て

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
望
月
良
男
有
田
市

長
）は
、２
月
５
日
（
月
）
和

歌
山
市
内
の
「
ホ
テ
ル

ア

バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お
い

て
県
と
漁
港
漁
場
協
会
の
共

催
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
和

歌
山
県
漁
港
漁
場
担
当
者

（
市
町
・
漁
業
協
同
組
合
）

研
修
会
を
開
催
し
、
県
及
び

市
町
並
び
に
漁
業
協
同
組
合

の
漁
港
漁
場
関
係
担
当
者
３１

名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
た
米
地

淳
県
港
湾
漁
港
整
備
課
長
の

挨
拶
に
続
い
て
講
義
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
講

し
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。＊

水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
制
度
に
つ
い
て
（
能
登
半

島
地
震
対
応
の
た
め
事
前
録

画
に
よ
る
ビ
デ
オ

視
聴
）
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
水
産
施

設
災
害
対
策
室
災

害
査
定
官

佐
々

木
真
一
郎

＊
災
害
査
定
上

の
留
意
点
に
つ
い

て

漁
村
災
害
対

策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

佐
藤
昭
人

＊
貝
殻
漁
礁
に
よ
る
豊
か

な
海
づ
く
り
の
提
案
に
つ
い

て

全
国
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
購
買
事
業
部
資
材
課
課

長
役

田
原
実

＊
水
産
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整

備
部
港
湾
空
港
局
港
湾
漁
港

整
備
課
漁
港
整
備
班
副
主
査

山
下
恭
志

＊
漁
港
の
管
理
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港
湾

空
港
局
港
湾
空
港
振
興
課
港

湾
管
理
班
（
兼
港
湾
漁
港
整

備
課
漁
港
整
備
班
）
副
主
査

橋
本
直
享

ながさきＳＵＩＳ
ＡＮ・スクール開催

多くの参加者で埋まった会場

��������	 
��

なな
がが
ささ
きき
ＳＳ
ＵＵ
ＩＩ
ＳＳ
ＡＡ

ＮＮ
・・
スス

クク
ーー
ルル

開開

催催

令 和
５年度

磯焼け対策全国
協議会を開催

令和５年度

早
熟
性
の
カ

ジ
メ
に
着
目

山口県協会の研修会の様子

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

漁
港
漁

場
関
係

担
当
職
員
研
修
会
を
開
催

ながさきＳＵＩＳＡＮ・スクールの様子

漁 港 漁 場 月 報

令和５年度

漁
港
漁

場
関
係

担
当
課
長
会
議
を
開
催

挨拶する橋本会長

水
産
庁

第
８
回
技
術
報
告
会
を
開
催

令
和
５
年
度

和
歌
山
県
漁
港
漁

場
担
当
者
研
修
会

（
一
社
）漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

和歌山県の研修会の様子
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